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平成24年
（2012年）

5月
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●５月１日から『新体制でスタート！！』……………………②～⑤
●ごみ処理広域化　新たに１市２町で再スタート…………………⑥
●町ぐるみ美化キャンペーン　５月27日……………………………⑦
●下水道使用料を改定…………………………………………………⑨
●旧木下家別邸　国登録有形文化財に登録…………………………⑩
●介護保険料が変わります……………………………………………⑫
●情報コーナー…………………………………………………………⑱

お も な 内 容
▲国登録有形文化財（建造物）に登録された旧木下家別邸（大磯駅前洋館）〔関連記事 10ページ〕

〔関連記事 13ページ〕

介護マーク配布中！！



広報おおいそ　平成24年 5月 2

　広報おおいそ4月号でお知らせしたとおり、５月１日（火）から行政機構改革を実施し、組織が変更になりますので
お知らせします。

5月1日から『新体制でスタート！！』
◎問い合わせ　政策課　☎内線204

大磯町行政組織図
危機管理対策室
政策課（政策係、広報情報係）
総務課（総務法制係、公共施設係）
財政課（財政係、管財係）
税務課（町民税係、資産税係、収納係）
町民課（町民協働係、戸籍係、保険年金係）
　　　　国府支所
福祉課（地域福祉係、高齢福祉係、障がい福祉係）
　　　　障害福祉センター
　　　　ふれあい会館
　　　　福祉センター
　　　　世代交流センター
スポーツ健康課（健康増進係、スポーツ推進係）
　　　　武道館
建設課（道路管理係、道路整備係）
下水道課（下水道整備係、下水道業務係）
都市計画課（都市計画係、開発指導係）
産業観光課（産業振興係、観光推進係、みなと推進係）
環境美化センター（環境係、廃棄物対策係）

（会計管理者）
会計課（会計係）
議会事務局（議事調査係）
監査委員事務局
選挙管理委員会事務局
農業委員会事務局
学校教育課（教育総務係、教育指導係）
　　　　教育研究所
　　　　大磯小学校、国府小学校
　　　　大磯中学校、国府中学校
子育て支援課（子育て支援係、保育園・幼稚園係）
　　　　子育て支援総合センター
　　　　大磯幼稚園、国府幼稚園
　　　　たかとり幼稚園、国府保育園
生涯学習課（生涯学習係）
　　　　図書館
　　　　郷土資料館
　　　　生涯学習館
消防総務課（消防総務係、予防係）
消防署（本署第１隊、本署第２隊）
国府分署（分署第１隊、分署第２隊）

　　　　　副町長

議　　　会
監 査 委 員
選挙管理委員会
農業委員会
教育委員会　　教育長　　教育委員会事務局

消　　防

町長

平成24年５月１日施行

政策総務部

町民福祉部

建設経済部

教　育　部

消 防 本 部
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所管別業務一覧表　※　紙面の都合上、主な仕事の一部を掲載しています。

課名（室名） 主　な　業　務 その他各種届出申請、相談等 場　所
危機管理対策室 危機管理対策、防災対策、国民保護など ○自主防災組織への助成○防災訓練など

本庁舎
政
策
総
務
部

政策課
【政策係・広報情報係】政策企画、総合計画、広域
行政、行政改革、秘書、広報広聴、統計調査、情
報化推進、電算システム統括など

○広報紙の編集発行○卓話集会の実施○平成目安箱
○町ホームページ○広報掲示板利用申請など

総務課 【総務法制係、公共施設係】人事、文書管理、情報
公開、姉妹都市交流、平和、庁舎管理など ○職員の採用○情報公開請求など

財政課 【財政係、管財係】予算、決算、契約、町有財産管
理統括、土地開発公社など ○入札、入札参加資格申請など

税務課
【町民税係、資産税係、収納係】町県民税・法人町
民税・固定資産税・軽自動車税・入湯税・町たば
こ税の賦課・徴収、町税等の滞納整理など

○公図・名寄帳等の閲覧○原動機付自転車の標識交付
○自動車臨時運行許可申請○納税相談など

町
民
福
祉
部

町民課
【町民協働係、戸籍係、保険年金係】自治会・市民
活動、男女共同参画推進、消費者保護、交通安全、防犯、
戸籍・印鑑登録等、各種証明書等発行、国民健康保険、
後期高齢者医療保険、国民年金など

○各種相談○市民活動○自転車駐輪場○防犯灯・カーブ
ミラー○町民要望・すぐやる受付○国民健康保険の届出・
申請○後期高齢者医療保険の届出・申請○国民年金の届
出・申請など

本庁舎・
国府支所

福祉課
【地域福祉係、高齢福祉係、障がい福祉係】福祉総
合政策、生活援護、福祉関係団体指導育成、人権、
高齢者福祉、介護保険、障害者福祉、町営住宅など

○生活相談○民生委員児童委員○地域福祉基金への寄附
○障害者福祉の総合相談○自立支援法に係る諸手続き
○障害者手帳・療育手帳・精神障害者手帳の交付
○町営住宅関連届出など

保健センター
・障害福祉セ
ンター

スポーツ健康課【健康増進係、スポーツ推進係】健康づくり、保健予防、スポーツ推進など
○母子健康手帳の交付○乳幼児健康診査、歯科健診、予
防接種○健康相談、訪問指導、がん検診等○武道館の利
用申請○学校体育施設の利用申請（経由）など

保健センター

建
設
経
済
部

建設課 【道路管理係、道路整備係】道路等新設、狭あい道
路、国県道整備促進、治水砂防など

○土地境界査定の申請○狭あい道路申請○街路灯の設置
など

本庁舎
下水道課 【下水道整備係、下水道業務係】公共下水道計画・

認可、設計・施工など
○排水設備に係る相談、申込み、補助○下水道使用料
○受益者負担金など

都市計画課
【都市計画係、開発指導係】都市計画決定、開発事
業指導、景観形成、住居表示、公園整備・管理、
緑化推進、旧吉田茂邸など

○まちづくり条例（開発事業）手続き○公有地拡大法・
国土計画利用法に基づく届出○景観法等の届出○住居表
示の届出○都市計画図販売○いけがき設置等の助成
○みどり基金への寄附○住宅耐震改修等への補助など

産業観光課
【産業振興係、観光推進係、みなと推進係】商工業、
農林水産業振興、観光施設維持管理、観光企画・宣伝、
誘客促進、大磯港指定管理、みなとまちづくりなど

○中小企業金融融資制度及び勤労者融資・利子補給制度
の申請○農業制度資金への利子補給○大磯港などの一時
使用届など

本庁舎・大
磯港港湾管
理事務所　

環境美化センター
【環境係、廃棄物対策係】環境衛生・公害対策全般、
不法投棄、ごみ減量化・広域化、一般廃棄物（ごみ・
し尿）処理など

○住宅用太陽光発電システム設置費の助成○騒音・悪臭
等の苦情相談○飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助
成申請○ごみの分け方・出し方の相談○生ごみ処理機あっ
せん、助成○ごみの持込み○動物の死体処理など

環境美化
センター

会計課 【会計係】町公金の収支確認・審査、現金・物品収
納・保管、出納検査など ○入金の問い合わせ○入金口座の届出など

本庁舎

議会事務局 【議事調査係】議会運営、請願、陳情など ○本会議・委員会の傍聴申込み○請願・陳情申込み
○議会だよりの編集発行など

監査委員事務局 定期監査、決算管理、出納検査など ○住民監査請求の申請など
選挙管理委員会事務局 各種選挙執行管理、啓発、直接請求、住民投票など ○政治活動用事務所証票申請○不在者投票申請など

農業委員会事務局 許認可事務、農地相談、農業者年金、農家台帳整備など ○農地の権利移動、農地転用・造成の届出、国有農地管理
○農地相談、農地等の諸証明交付、農業者年金相談など

教
育
委
員
会

学校教育課 【教育総務係、教育指導係】就学、教育問題、教育
指導、学校施設整備・管理など ○町立小中学校入学、転入学手続き、就学相談など

子育て支援課
【子育て支援係、保育園・幼稚園係】保育園、幼稚
園、児童手当、小児医療費、児童・母子福祉、次
世代育成など

○保育園、町立幼稚園の入園手続き○児童手当・児童扶
養手当・特別児童扶養手当の助成申請○小児医療費の助
成申請○ひとり親家庭等医療費の助成申請○ファミリー
サポートセンター申込み手続きなど

本庁舎・子
育て支援総
合センター

生涯学習課

【生涯学習係】生涯学習推進、青少年・成人教育、
文化の振興、文化財保護、生涯学習館など ○生涯学習館の使用申請○各種講座申込み○生涯学習人

材登録の申請○埋蔵文化財発掘届出○図書館の使用申請
○郷土資料館研修室使用申請など

本庁舎・
図書館・
郷土資料館図書館：資料整備、図書等の貸出など

郷土資料館：郷土資料収集、保管、研究、展示など

消
防
本
部

消防総務課 【消防総務係、予防係】人事・庁舎管理、火災予防、
危険物指導、建築同意など

○消防設備関係申請○危険物許可申請○火災予防関係届
○防火管理関係届○庁舎見学等申請など 消防署

消防署 【本署第1隊、本署第2隊】、【分署第1隊、分署第2隊】
消火、救急活動、応急手当普及啓発、訓練、災害
支援など

○火災等によるり災証明○各地区消防訓練○救急講習等
申込み○道路工事・火災とまぎらわしい行為届出など国府分署 国府分署
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本庁舎

保健センター

2階

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

吹抜け

吹抜け

トイレトイレ

3階へ
→

←3階へ
1階へ→

3階へ
→

←3階へ
1階へ→

都市計画課
•都市計画係
•開発指導係

都市計画課
•都市計画係
•開発指導係

建設課
•道路管理係
•道路整備係

建設課
•道路管理係
•道路整備係

3階

町長室

副町長室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

トイレトイレ

公　室

秘
書

3A
会議室 3C

会議室
3C
会議室

印刷室

3B
会議室

4階へ
→

←4階へ
2階へ→

4階へ
→

←4階へ
2階へ→

危機
管理
対策室

選挙
管理
委員会政策課

•政策係
•広報情報係

財政課
•財政係
•管財係

総務課
•総務法制係
•公共施設係

下水道課
•下水道整備係
•下水道業務係

下水道課
•下水道整備係
•下水道業務係

産業観光課
•産業振興係
•観光推進係

産業観光課
•産業振興係
•観光推進係

農業委員会

エレ
ベーター

玄関

保健指導室
↓

２
階
へ
↓

２
階
へ
↓1階

スポーツ健康課
•健康増進係
•スポーツ推進係

福祉課
•地域福祉係
•高齢福祉係

障害福祉センター 国府支所
横溝千鶴子記念

出入口

出入口

駐車場

中庭

エントランスホール

医務室

会議室１

２
階
へ
↓

２
階
へ
↓

↑
２
階
へ

↑
２
階
へ

1階
1階

町民課
•戸籍係

福祉課
•障がい福祉係

配 置 図配 置 図

エレベーター

■ 電動生ごみ処理機の助成
■ コンポスターのあっせん
■ 合併処理浄化槽整備費の助成
■ 犬の登録、狂犬病予防注射などの事務
■ スズメバチ等駆除への助成
■ 飼い主のいない猫不妊・去勢手術費の助成
■ 資源回収協力団体への助成
■ ごみの臨時収集受付
■ ごみの持込み受付・処理
■ ペットなどの死体の受付・処理
■ 住宅用太陽光発電システム設置費の助成

環境美化センターの主な業務
（環境係、廃棄物対策係）

障がい福祉係で取り扱う主な業務
■ 障がい福祉に関する各種相談
■ 身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳の申請★
■ 自立支援医療（精神通院）の申請★
■ 障害者医療費助成
■ 補装具・日常生活用具の申請
■ タクシー券、バス割引証などの発行★

4階

議会事務局
•議事調査係

学校教育課
•教育総務係
•教育指導係

教育長室

正副
議長室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

トイレトイレ

第１会議室

第１委員会室

議 場

第２委員会室

議場
傍聴
室へ
→

3階へ→

議場
傍聴
室へ
→

3階へ→

議会事務局
•議事調査係

学校教育課
•教育総務係
•教育指導係

生涯学習課
•生涯学習係 議会事務局

•議事調査係

学校教育課
•教育総務係
•教育指導係

生涯学習課
•生涯学習係

監査委員
事務局
監査委員
事務局

3
階
へ
→

3
階
へ
→

町民
情報
コー
ナー

町民
情報
コー
ナー

※土曜日の午前9時～12時は開庁し、住民票・印鑑
　証明発行事務を行います。※★印のサービスは、保健センター（福祉課）でも行います。

国府支所で取り扱う主な業務
P4の町民課（戸籍係）の①～⑫と同じ業務のほか
■ 国民健康保険手続きの一部
■ 後期高齢者医療保険手続きの一部
■ 国民年金加入・喪失の届出
■ 福祉課・子育て支援課手続きの一部を行います。

1階

子育て支援課
•子育て支援係
•保育園・幼稚園係

子育て支援課
•子育て支援係
•保育園・幼稚園係

会計課
•会計係
会計課
•会計係

税務課
•町民税係
•資産税係
•収納係

町民課
•町民協働係
•戸籍係
•保険年金係

電算室

町民相談室
（すぐやる相談室）
町民相談室
（すぐやる相談室）

2階へ
→

←2階へ

2階へ
→

←2階へ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

玄関

受付台

←保健センター通路

トイレトイレ

町民情報コーナー町民情報コーナー

指
定
金
融
機
関

　
　
　派
出
所

指
定
金
融
機
関

　
　
　派
出
所

※土曜日の午前9時～12時は開庁し、住民票・印鑑
　証明発行事務を行います。

町民課（戸籍係）で取り扱う主な業務
① 住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明発行
② 印鑑登録
③ 転入・転出・出生・死亡・婚姻等の届出
④ 埋火葬・改葬許可及び火葬料補助申請受付
⑤ 所得証明書発行
⑥ 町県民税課税・非課税証明発行
⑦ 土地家屋評価・課税・公課・台帳登載証明発行
⑧ 町県民税・軽自動車税・固定資産税納税証明発行
⑨ 下水道使用開始届受付
⑩ 特定家庭用機器廃棄物運搬手数料納付券発行
⑪ パスポート申請書配布
⑫ し尿くみ取り依頼受付
⑬ 犬の登録
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本庁舎

保健センター

2階

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

吹抜け

吹抜け

トイレトイレ

3階へ
→

←3階へ
1階へ→

3階へ
→

←3階へ
1階へ→

都市計画課
•都市計画係
•開発指導係

都市計画課
•都市計画係
•開発指導係

建設課
•道路管理係
•道路整備係

建設課
•道路管理係
•道路整備係

3階

町長室

副町長室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

トイレトイレ

公　室

秘
書

3A
会議室 3C

会議室
3C
会議室

印刷室

3B
会議室

4階へ
→

←4階へ
2階へ→

4階へ
→

←4階へ
2階へ→

危機
管理
対策室

選挙
管理
委員会政策課

•政策係
•広報情報係

財政課
•財政係
•管財係

総務課
•総務法制係
•公共施設係

下水道課
•下水道整備係
•下水道業務係

下水道課
•下水道整備係
•下水道業務係

産業観光課
•産業振興係
•観光推進係

産業観光課
•産業振興係
•観光推進係

農業委員会

エレ
ベーター

玄関

保健指導室
↓

２
階
へ
↓

２
階
へ
↓1階

スポーツ健康課
•健康増進係
•スポーツ推進係

福祉課
•地域福祉係
•高齢福祉係

障害福祉センター 国府支所
横溝千鶴子記念

出入口

出入口

駐車場

中庭

エントランスホール

医務室

会議室１

２
階
へ
↓

２
階
へ
↓

↑
２
階
へ

↑
２
階
へ

1階
1階

町民課
•戸籍係

福祉課
•障がい福祉係

配 置 図配 置 図

エレベーター

■ 電動生ごみ処理機の助成
■ コンポスターのあっせん
■ 合併処理浄化槽整備費の助成
■ 犬の登録、狂犬病予防注射などの事務
■ スズメバチ等駆除への助成
■ 飼い主のいない猫不妊・去勢手術費の助成
■ 資源回収協力団体への助成
■ ごみの臨時収集受付
■ ごみの持込み受付・処理
■ ペットなどの死体の受付・処理
■ 住宅用太陽光発電システム設置費の助成

環境美化センターの主な業務
（環境係、廃棄物対策係）

障がい福祉係で取り扱う主な業務
■ 障がい福祉に関する各種相談
■ 身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳の申請★
■ 自立支援医療（精神通院）の申請★
■ 障害者医療費助成
■ 補装具・日常生活用具の申請
■ タクシー券、バス割引証などの発行★

4階

議会事務局
•議事調査係

学校教育課
•教育総務係
•教育指導係

教育長室

正副
議長室

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

トイレトイレ

第１会議室

第１委員会室

議 場

第２委員会室

議場
傍聴
室へ
→

3階へ→

議場
傍聴
室へ
→

3階へ→

議会事務局
•議事調査係

学校教育課
•教育総務係
•教育指導係

生涯学習課
•生涯学習係 議会事務局

•議事調査係

学校教育課
•教育総務係
•教育指導係

生涯学習課
•生涯学習係

監査委員
事務局
監査委員
事務局

3
階
へ
→

3
階
へ
→

町民
情報
コー
ナー

町民
情報
コー
ナー

※土曜日の午前9時～12時は開庁し、住民票・印鑑
　証明発行事務を行います。※★印のサービスは、保健センター（福祉課）でも行います。

国府支所で取り扱う主な業務
P4の町民課（戸籍係）の①～⑫と同じ業務のほか
■ 国民健康保険手続きの一部
■ 後期高齢者医療保険手続きの一部
■ 国民年金加入・喪失の届出
■ 福祉課・子育て支援課手続きの一部を行います。

1階

子育て支援課
•子育て支援係
•保育園・幼稚園係

子育て支援課
•子育て支援係
•保育園・幼稚園係

会計課
•会計係
会計課
•会計係

税務課
•町民税係
•資産税係
•収納係

町民課
•町民協働係
•戸籍係
•保険年金係

電算室

町民相談室
（すぐやる相談室）
町民相談室
（すぐやる相談室）

2階へ
→

←2階へ

2階へ
→

←2階へ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

玄関

受付台

←保健センター通路

トイレトイレ

町民情報コーナー町民情報コーナー

指
定
金
融
機
関

　
　
　派
出
所

指
定
金
融
機
関

　
　
　派
出
所

※土曜日の午前9時～12時は開庁し、住民票・印鑑
　証明発行事務を行います。

町民課（戸籍係）で取り扱う主な業務
① 住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明発行
② 印鑑登録
③ 転入・転出・出生・死亡・婚姻等の届出
④ 埋火葬・改葬許可及び火葬料補助申請受付
⑤ 所得証明書発行
⑥ 町県民税課税・非課税証明発行
⑦ 土地家屋評価・課税・公課・台帳登載証明発行
⑧ 町県民税・軽自動車税・固定資産税納税証明発行
⑨ 下水道使用開始届受付
⑩ 特定家庭用機器廃棄物運搬手数料納付券発行
⑪ パスポート申請書配布
⑫ し尿くみ取り依頼受付
⑬ 犬の登録
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３
月
26
日（
月
）に
、
ご
み
処
理

広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平
塚

市
、
大
磯
町
及
び
二
宮
町
の
間
で

「
一
般
廃
棄
物
処
理
に
係
る
事
務
事

業
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
協
定
」

を
締
結
し
、
二
宮
町
が
ご
み
処
理

広
域
化
に
正
式
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
策
定
し
た
ご
み
処
理

広
域
化
実
施
計
画
に
基
づ
き
、「
広

域
的
な
ご
み
処
理
体
制
」
の
確
立

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
基
本
協
定
の
内
容

①
一
般
廃
棄
物
処
理
に
係
る
事
務
事

業
の
効
率
化
・
環
境
負
荷
の
低
減

を
図
る
た
め
、
１
市
２
町
が
相
互

に
連
携
し
、
事
業
を
広
域
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
平

塚
・
大
磯
・
二
宮
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み

処
理
広
域
化
実
施
計
画
」
を
基
に

共
通
課
題
を
協
議
し
、
相
互
の

役
割
を
分
担
し
、
応
分
の
負
担

を
し
て
い
く
。

③
本
協
定
に
基
づ
く
共
通
課
題
の

協
議
が
整
っ
た
と
き
は
、
必
要
に

応
じ
て
別
に
協
定
を
締
結
す
る
。

●
こ
れ
か
ら
の
取
組
み

　
１
市
２
町
の
施
設
配
置
と
今
後

の
整
備
計
画（
左
表
参
照
）

　
町
で
は
、
ご
み
の
排
出
抑
制
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図
る
な
ど
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
廃

棄
物
処
理
の
基
本
的
な
方
向
性
を

示
す
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
、
１
市
２
町
ご
み
処
理

広
域
化
実
施
計
画
と
整
合
性
を
持

た
せ
、
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
計
画
の
目
標
】

●
ご
み
の
減
量
化（
平
成
27
年
度
）

１
人
１
日
当
た
り
の
排
出
量
を

５
％
削
減（
対
平
成
21
年
度
）

●
ご
み
の
資
源
化（
平
成
32
年
度
）

資
源
化
率
を
34
・
０
％（
平
成

21
年
度
25
・
１
％
）

【
目
標
の
実
現
に
向
け
て
】

　
住
民
・
事
業
者
・
町
が
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
相
互
に
連
携
し
て
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
家
庭
で
で
き
る
減
量
化
・
資
源
化
策
■

●
水
切
り
の
徹
底

　
悪
臭
防
止
、
鳥
獣
被
害
防
止

●
No
！
レ
ジ
袋（
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
）

　
プ
ラ
ご
み
の
削
減

●
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ

ス
タ
ー
の
普
及

　
生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

●
分
別
の
徹
底

　
ご
み
の
適
正
処
理
の
推
進

●
プ
ラ
ご
み
の
分
別
収
集
開
始

　
資
源
化
の
徹
底
、
経
費
削
減

　
ご
み
処
理
広
域
化
と
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
に
向
け
て
、
現
在
、

石
神
台
地
区
で
実
施
し
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
を
今
秋

か
ら
全
町
内
で
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別

収
集
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃
か
ら
、

各
地
区
に
伺
っ
て
説
明
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
内
回
覧
な
ど
に

よ
り
周
知
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

▶
協
定
書
に
署
名
後
、
力
強
く
握
手
を

　
交
わ
す
（
左
か
ら
）坂
本
二
宮
町
長
、

　
落
合
平
塚
市
長
、
中
﨑
大
磯
町
長 新

た
に
１
市
２
町
で
再
ス
タ
ー
ト

二
宮
町
が
ご
み
処
理
広
域
化
に
正
式
に
復
帰

ご
み
処
理
広
域
化 

〜
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化
を
推
進
し
ま
す
〜

大
磯
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別

を
開
始
し
ま
す
！！

今秋
　 から

平塚・大磯・二宮ブロックの広域処理のスケジュール
年　度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

新
　
　
設

高効率ごみ
発電施設
（平塚市）：建設中

315t/日 広域処理開始

厨芥類資源
化施設（中継
機能を含む）
（大磯町）

前処理設備
　　　　　38t/日
メタン発酵施設
　　　　　17t/日

広域処理開始

剪定枝資源化施設
（二宮町） 18t/日 広域処理開始

リサイクルセンター
（二宮町）

5t/日
ペット 1t/日（プラ 4t/日） 広域処理開始

不燃物処理施設
（二宮町） 未　定 ※時期未定

既
　
　
設

粗大ごみ破砕処
理施設（平塚市） 55t/日 広域処理開始

リサイクルプラザ
（平塚市） 44.6t/日 広域処理開始

最終処分場
（平塚市） 456,000㎡ 広域処理開始

し尿処理施設
（大磯町）

50㎘/日 広域処理開始

未　定 広域処理開始

し尿処理施設
（二宮町） 50㎘/日 二宮町単独処理

広域化の区分　　■１市２町　■ 平塚・大磯　■ 大磯・二宮

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！
町長が町長が

⑨

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎（
72
）４
４
３
８
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町
ぐ
る
み
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
清
潔
で
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
実
施
す

る
一
斉
清
掃
で
す
。

　
毎
回
、
各
種
団
体
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
大
勢
の
方
に
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
主
な
清
掃
場
所

　
公
園
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

海
岸
な
ど

※
清
掃
区
域
は
左
表
参
照

※
荒
天
時
は
中
止

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎（
72
）４
４
３
８

美化キャンペーン清掃区一覧
清掃区 清　掃　区　域
1 花水川河川敷・高麗山ハイキングコース
2 大磯高等学校下～サンキッズ大磯下
3 サンキッズ大磯下～北浜歩道橋下
4 北浜歩道橋下～照ヶ崎防波堤
5 照ヶ崎防波堤～鴫立川
6 鴫立川～大磯中学校西地下道
7 大磯中学校西地下道～白岩神社下地下道
8 白岩神社下地下道～こいそ幼稚園下地下道
9 こいそ幼稚園下地下道～西小磯西老人憩の家下地下道
10 西小磯西老人憩の家下地下道～不動川
11 不動川～大磯ロングビーチ駐車場西側下
12 大磯ロングビーチ駐車場西側下～テニスコート下地下道
13 大磯ロングビーチテニスコート下地下道～ゴルフコース下地下道
14 不動川・馬場公園
15 御嶽神社・鷹取神社山道
16 八坂神社とその周辺
17 下田・富士見平（虫窪地区）
18 黒岩公民館・池之神社とその周辺
19 西久保福祉館・飯綱神社とその周辺
20 月京会館・国府小学校付近道路・不動川河川敷
21 石神台町内公園とその周辺
22 大磯駅前広場とその周辺

２～13は
海岸清掃

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
５
Ｒ
」
の
３

つ
目
、皆
さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る「
リ

サ
イ
ク
ル（
再
生
利
用
）」
で
す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
？

　
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、「
再
循
環
」

と
い
う
意
味
で
、
一
度
使
用
を
終
え

た
も
の
を
原
料
と
し
て
、
同
じ
も
の

に
作
り
直
し
再
び
使
え
る
よ
う
に
し

た
り
、
別
の
形
で
も
う
一
度
利
用
す

る
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収

さ
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

　
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
限
ら
れ
た
資
源

を
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、
と

て
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
ご
み
の
分
別
を

き
ち
ん
と
行
う
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
具
体
的
に
は
…

①
雑
紙（
は
が
き
、
封
筒
、
包
装
紙
、

お
菓
子
の
空
き
箱
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
芯
な
ど
）は
、「
古
紙
」

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
紙
の
リ

サ
イ
ク
ル
と
、「
燃
せ
る
ご
み
」

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
剪
定
枝（
刈
込
み
枝
、葉
や
草
）は
、

地
区
で
指
定
さ
れ
て
い
る
月
２
回

の
収
集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
剪

定
枝
は
ボ
イ
ラ
燃
料
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
も
「
燃
せ
る
ご

み
」
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
手
間
を
か
け
て
、
分
別

を
行
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
ご
み
が

資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」

　
限
ら
れ
た
資
源
を
守
る
た
め
に
も
、

使
い
終
え
た
も
の
を
ご
み
と
し
て
捨
て

る
の
で
は
な
く
、
資
源
と
し
て
再
び
利

用
で
き
な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
⑫

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
⑫

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
⑫

　
３
月
27
日（
火
）に
、
神
奈
川
県

獣
医
師
会
中
央
支
部
と
町
と
の
間

で
「
災
害
時
の
動
物
救
護
活
動
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
地
震
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
際
、
双
方
が
協
力

し
、
動
物
の
救
護
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

【
協
定
の
内
容
】

　
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
負
傷

動
物
の
治
療
な
ど
の
救
護
活
動
を

行
う
「
神
奈
川
県
仮
設
動
物
救
護

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
の
は
、

発
生
か
ら
72
時
間
後
に
な
り
ま
す
。

　
本
協
定
は
、
災
害
発
生
か
ら
仮

設
動
物
救
護
セ
ン
タ
ー
開
設
ま
で

の
、
72
時
間
の
空
白
期
間
に
お
け

る
救
護
活
動
を
補
完
す
る
た
め
に

締
結
す
る
も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

▲協定書に署名後、力強く握手を交わす北澤県獣医
　師会中央支部長（右）と中﨑町長（左）

5月27日（日）午前7時から

町ぐるみ
美化キャンペーン
町ぐるみ

美化キャンペーン
町ぐるみ

美化キャンペーン

県
獣
医
師
会
中
央
支
部
と
協
定
を
締
結

災
害
時
の
動
物
救
護
へ
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５
月
１
日（
火
）か
ら
、
区
域
図
に

示
さ
れ
た
東
小
磯
・
西
小
磯
・
国
府

本
郷
・
生
沢
及
び
月
京
地
区
の
一
部

の
区
域
が
、
新
た
に
下
水
道
供
用
開

始（
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
）区

域
と
な
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

【
早
期
接
続
の
お
願
い
】

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ら
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚

水
を
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
た
め

の
排
水
設
備
を
設
置
す
る
工
事
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
く
み
取
り
ト
イ
レ
を
ご
利
用
の
方

は
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
し
尿
浄
化
槽

を
お
使
い
の
方
も
遅
滞
な
く
浄
化
槽

を
廃
止
し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年

以
内
に
接
続
を
す
る
場
合
に
は
、
一

定
の
条
件
を
設
け
て
排
水
設
備
設
置

費
の
助
成
と
し
て
、
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　
ま
た
、
排
水
設
備
設
置
に
要
す
る

費
用
を
借
り
入
れ
る
場
合
に
は
、
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず
町

指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
方
は
、

生
活
環
境
の
向

上
と
水
質
保
全

の
た
め
に
接
続

を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
１
４

【奨励金の交付額】

排水設備設置費用
供用開始からの経過年数
１年目 ２年目 ３年目

5万円以上15万円未満 12,000円 8,000円 4,000円
15万円以上30万円未満 21,000円 14,000円 7,000円
30万円以上40万円未満 27,000円 18,000円 9,000円
40万円以上 30,000円 20,000円 10,000円
※排水設備設置費用、供用開始経過年数に応じて、交付します。
（例）排水設備設置費用が35万円で供用開始からの経過年数が
　　　１年目の場合は、奨励金の交付額は2万7千円となります。

平成24年度 供用開始予定区域図

東
小
磯
・
西
小
磯

国
府
本
郷
（
中
丸
）

国
府
本
郷
（
馬
場
）

生
沢
・
月
京

下
水
道
接
続
で
『
快
適
な
環
境
づ
く
り
』

…５月１日からの下水道供用開始区域
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【表1】 ２か月当たりの公共下水道
　　　使用料金表

現行料金
(円）

改定料金
(円） 改定率

一般汚水

基本料金 16㎥までの分 1,390 1,516 9.1%

超過料金
1㎥につき

16㎥を超え
40㎥までの分 100 109 9.0%
40㎥を超え
60㎥までの分 107 117 9.3%
60㎥を超え
80㎥までの分 122 133 9.0%
80㎥を超え
100㎥までの分 135 147 8.9%
100㎥を超え
200㎥までの分 148 161 8.8%
200㎥を超え
1,000㎥までの分 168 183 8.9%
1,000㎥を超え
2,000㎥までの分 187 204 9.1%
2,000㎥を
超える分 207 226 9.2%

平均改定率 9.0%
公衆浴場
汚水 1㎥につき 6 6 －

（消費税抜き）

【２か月で40㎥使用された場合の使用料計算例】
16㎥までの分　→　基本使用料＝ 1,516 円
16㎥を超え 40㎥までの分
　　→（40㎥－ 16㎥）×109円＝ 2,616 円
　　計　1,516 円＋ 2,616 円＝ 4,132 円
　　消費税　　4,132 円 ×5％＝ 206円

（１円未満切り捨て） 　　　　　　　
　　合計　4,132 円＋ 206円＝ 4,338 円

（359円増）　　　　　　　
　　（現行料金）　　　　　　　　3,979 円
【表2】 公共下水道使用料新旧早見表（2か月・税込み）

排水量（㎥） 現行料金（円）改定料金（円） 差額（円）
16㎥まで 1,459  1,591  132 
20 1,879  2,049  170 
30  2,929  3,194  265 
40  3,979  4,338  359 
50  5,103  5,567  464 
60  6,226  6,795  569 
70  7,507  8,192  685 
80  8,788  9,588  800 
90  10,206  11,132  926 
100  11,623  12,675  1,052 

※一般家庭において、２か月に 40㎥排水する場合では、現行料金と比べ
　359円の増額となります。

下
水
道
の
役
割

　
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な
生
活

環
境
を
築
く
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

河
川
や
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、

貴
重
な
自
然
を
守
る
と
と
も
に
、
大

雨
に
よ
る
浸
水
の
防
除
な
ど
の
役
割

を
担
う
重
要
な
施
設
で
す
。

下
水
道
普
及
率
は
53
・
6
％

　
町
で
は
、
平
成
４
年
に
供
用
開
始

し
て
か
ら
19
年
が
経
過
し
、
平
成

22
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
は
53
・

６
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
未
整

備
区
域
へ
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

下
水
道
使
用
料
９
％
値
上
げ

　
下
水
道
使
用
料
は
、
家
庭
や
事
業

所
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
の
下
水
処
理
場
や
下
水
管

の
維
持
管
理
費
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
下
水
道
建
設
に
要
し
た
借
入
金

を
返
済
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
下
水
道

使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
の
下
水

道
事
業
特
別
会
計
決
算
に
お
い
て
は
、

下
水
道
使
用
料
で
賄
う
べ
き
汚
水
処

理
費（
４
４
４
，０
４
２
千
円
）の
う

ち
、
下
水
道
使
用
料（
１
４
２
，６

４
９
千
円
）で
賄
っ
て
い
る
割
合
は

32
％
に
と
ど
ま
り
、
不
足
分
の
68
％

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金（
税
金
）

（
３
０
１
，３
４
８
千
円
）で
補
填
し

て
い
る
経
営
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
参
照
）

　
こ
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金（
税
金
）を
少
し
で
も
減
ら
し
、

下
水
道
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
下
水
道
使

用
料
を
平
均
９
・
０
％
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
表
１
・
表
２

参
照
）

下
水
道
経
営
の
健
全
化

　
町
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
だ
け
で
は
な
く
、
下
水
道
経
営
の

改
善
の
た
め
、
人
件
費
の
削
減
、
工

事
等
に
お
い
て
再
生
材
の
使
用
や
マ

ン
ホ
ー
ル
等
の
小
型
化
に
よ
る
工
事

コ
ス
ト
の
縮
減
や
接
続
率
向
上
の
た

め
、
排
水
設
備
工
事
に
伴
う
奨
励
金

や
融
資
あ
っ
せ
ん
、
チ
ラ
シ
を
配
る

個
別
訪
問
な
ど
を
行
い
、
普
及
活
動

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
１
４

（図1） 平成22年度 下水道使用料で賄うべき汚水処理費とその財源
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：千円）

下水道使用料で賄うべき汚水処理費　444,042

下水道使用料で賄うべき汚水処理費の財源　444,042

下水道使用料
142,694（32％）

一般会計からの繰入金（税金）
301,348（68％）

※下水道使用料で賄うべき汚水処理費（444,042千円）は、下水道使用料で賄うことが原則
　となっていますが、実際は、下水道使用料で賄っている割合は32％にとどまっています。

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

７
月
１
日
か
ら
平
均
９
・
０
％
引
き
上
げ

　 使用料は
汚水の処理や管
渠の維持管理等
に使われます。
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こ
ん
に
ち
は
、「
大
磯
景
観
応
援

団
」
で
す
。

　
今
回
は
、
大
磯
地
区
に
あ
る
お
寺

と
そ
の
景
観
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

【
大
運
寺
と
そ
の
参
道
】

　
大
磯
駅
か
ら
旧
木
下
家
別
邸
（
大

磯
駅
前
洋
館
）
の
前
を
通
っ
て
県
道

を
下
り
、
国
道
一
号
で
右
に
向
か
う

と
、
浄
土
宗
大
運
寺
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
沿
い
右
手
に
目
線
の
高
さ
か
ら

特
徴
的
な
急
勾
配
の
瓦
屋
根
が
見
え
、

参
道
を
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
遠
近

感
で
歩
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
奥
に
は
、
我
が
国
の
初
代
の
衆

議
院
議
長
中
島
信
行
・
湘
煙
夫
妻
の

墓
が
あ
り
、
明
治
中
頃
、
旧
中
郡
の

自
由
民
権
運
動
家
の
指
導
者
と
し
て

政
治
結
社
「
湘
南
社
」
で
自
由
、平
等
、

博
愛
、
民
権
の
活
動
を
行
い
、
共
に

師
と
あ
が
め
ら
れ
た
夫
妻
の
終
焉
の

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夫
人
は

女
性
の
地
位
向
上
へ
の
活
動
を
行
い
、

そ
の
思
想
は
山
河
と
な
り
多
く
の
女

性
の
心
に
波
動
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
境
内
の
静
け
さ
と
明
治
時
代
の
激

動
を
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
た
故
に
、

凜
と
し
た
景
観
を
感
じ
取
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
大
磯
駅
か
ら
数
分
の

場
所
に
あ
っ
て
見
落
と
し
が
ち
な
歴

史
と
入
り
交
じ
っ
た
景
観
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
を
と
ら
え
、
現

在
、
大
磯
景
観
応
援
団
で
は
景
観
カ

ル
テ
の
作
成
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
景
観
と
歴
史
が

融
合
し
て
い
る
「
大
磯
ら
し
さ
」
が

さ
ら
に
育
ま
れ
る
期
待
が
あ
り
ま
す
。

　
青
葉
に
お
い
し
、
ぜ
ひ
湘
南
の
自

由
民
権
の
故
郷
を
そ
ヾ
ろ
歩
き
で
見

つ
け
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
場
所
　
大
運
寺
　
国
道
一
号
沿
い

（
景
観
応
援
団・柳
川
）

※
大
磯
景
観
応
援
団
と
は
、
大
磯
ら

し
さ
の
再
発
見
を
し
な
が
ら
、
景

観
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動
等
を
行
う
団
体
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
３

シ
リ
ー
ズ
連
載 

④

大
磯
景
観
応
援
団

「
大
磯
そ
ゞ
ろ
歩
き
」

旧
木
下
家
別
邸
と
は

　
大
磯
駅
前
に
所
在
し
、
別
荘
地
大

磯
に
残
る
数
少
な
い
洋
風
の
別
荘
建

築
で
す
。

　
特
徴
は
、
切
妻
造
ス
レ
ー
ト
葺
で

左
右
の
屋
根
上
に
ド
ー
マ
ー
窓
を
開

け
、
各
室
に
ベ
イ
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
設

け
て
い
ま
す
。
構
造
は
い
わ
ゆ
る
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
法
で
、
国
内
で
も

最
古
の
部
類
と
な
る
同
構
法
に
よ
る

建
築
遺
構
で
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
と
は

　
文
化
財
指
定
制
度
を
補
完
す
る
た

め
、
平
成
８
年
に
新
た
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
開
発
等
で
社
会
的
評
価
を

受
け
る
間
も
な
く
、
消
滅
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
大
量
の
文
化
財
建

造
物
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め

に
、
文
部
科
学
大
臣
が
文
化
財
登
録

原
簿
に
登
録
す
る
制
度
で
す
。
今
回

の
登
録
で
県
内
で
は
１
５
７
件（
87

箇
所
）と
な
り
ま
し
た
。

　
旧
木
下
家
別
邸
は
、
大
磯
町
で

初
め
て
の
国
登
録
有
形
文
化
財
で

す
。
登
録
文
化
財
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
の

保
存
・
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

【
用
語
】

○
切
妻
造
　
頂
部
か
ら
両
側
に
傾
斜

を
持
つ
屋
根
の
形
式
。
三
角
屋
根
。

○
ド
ー
マ
ー
窓
　
屋
根
か
ら
突
き
出

す
小
さ
な
屋
根
を
有
す
る
採
光
用

の
窓
。

○
ベ
イ
ウ
イ
ン
ド
ウ
　
台
形
に
張
出

し
た
出
窓
。

○
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
法
　
正
式
に

は
木
造
枠
組
壁
構
法
。
壁
や
床
の

「
面
」で
建
物
を
支
え
る
箱
型
構
造
。

○
構
法
　
建
築
の
材
料
・
部
品
の
構

成
方
法

◎
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

　
大
正
元
年
に
建
築
さ
れ
、今
年
築
１
０
０
年
を
迎
え
る
と
考
え
ら
れ
る「
旧

木
下
家
別
邸
」
が
、平
成
24
年
２
月
23
日
に
、国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

▲登録プレート

旧
木
下
家
別
邸（
大
磯
駅
前
洋
館
）

国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録

◀
大
運
寺
と
そ
の
参
道

　
町
で
は
、
耐
震
診
断
や
補
強
工
事

費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
建
築
物

・
戸
建
て
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
を
含
む
全
て
の
住
宅
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
も
の
。

▼
申
請
受
付
期
間

　
５
月
１
日（
火
）か
ら

（
診
断
は
12
月
ま
で
、
設
計
及
び
工
事

は
10
月
ま
で
の
受
付
に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

補助の内容（戸建住宅の場合）

補助対象事業 補助率 補　助
上限額

受　付
予定数

A 耐震診断 3分の2 4万円 15件
B 耐震補強設計 2分の1 10万円 ６件
C 耐震補強工事 2分の1 50万円 ５件

D 耐震補強工事監理 2分の1 5万円 ５件

※戸建住宅以外は表の補助額と異なる場合があります。
※詳細は、お問い合わせください。

耐震診断
費用の
補助

  実施中！

耐震診断
費用の
補助

  実施中！

耐震診断
費用の
補助

  実施中！
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100歳100歳100歳 おめでとう
　ございます
おめでとう
　ございます

　
３
月
14
日（
水
）、
大
磯
町
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト（
清
水
富
二
男
代
表
）

か
ら
、
町
み
ど
り
基
金
へ
20
万
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
と
と

も
に
、
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
２
１

◎
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課

　
☎
内
線
３
０
２

【
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
奨
励
補
助
金
】

　
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
植
栽
を
奨
励

し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
　

▼
交
付
基
準

・
町
内
に
住
宅
用
地
を
所
有
し
、
管

理
し
て
い
る
方

・
植
栽
す
る
樹
木
及
び
位
置
が
大
磯

町
景
観
計
画
の
内
容
に
沿
う
こ
と

・
植
栽
に
要
す
る
費
用
が
２
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

・
植
栽
す
る
樹
木
の
高
さ
が
３
ｍ
以

上
で
あ
る
こ
と
　
な
ど

▼
交
付
額

　
植
栽
す
る
地
区
に
よ
り
２
万
円
を

限
度
と
し
て
１
／
２
ま
た
は
１
／
３

の
補
助
と
な
り
ま
す
。

【
い
け
が
き
設
置
奨
励
事
業
】

　
い
け
が
き
の
設
置
を
奨
励
し
、
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
交
付
基
準

・
町
内
に
住
宅
用
地
を
所
有
し
、
管

理
し
て
い
る
方

・
国
、県
も
し
く
は
町
の
管
理
道
路

等
に
接
す
る
部
分
の
総
延
長
が
５

ｍ
以
上（
地
区
に
よ
り
２
ｍ
以
上
）

・
樹
木
の
高
さ
が
概
ね
90
㎝
以
上
、

植
栽
本
数
が
１
ｍ
に
つ
き
３
本
以

上
、
樹
木
帯
が
30
㎝
以
上
で
あ
る

こ
と

▼
交
付
額

　
植
栽
す
る
地
区
に
よ
り
４
万
円
を

限
度
と
し
て
い
け
が
き
の
延
長
１
ｍ

に
つ
き
２
千
円
ま
た
は
２
千
５
百
円

の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
奨
励
補
助
金
・

い
け
が
き
設
置
奨
励
事
業
は
、
い

ず
れ
も
事
前
の
相
談
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

補
助
金
で
す
の
で
、
年
度
途
中
で

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
公
園
緑
地
里
親（
ア
ダ
プ
ト
）制
度
】

　
町
の
管
理
す
る
公
園
、
緑
地
等
を

里
親（
ア
ダ
プ
ト
）と
な
っ
て
自
主
的

に
き
れ
い
に
す
る
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
】

　
花
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、
こ

こ
ろ
の
や
す
ら
ぎ
と
美
化
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　｢

花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体（
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
組
織
し
て
い
る

こ
と
）
を
募
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
２
１

▲大磯町ナショナルトラストの清水代表
　から寄附を受ける中﨑町長

緑
地
保
全
の
た
め
に
寄
附

み
ど
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て

　湯山リウさん（西小磯）、生江ヒサノさん（国府新宿）
が３月に満百歳のお誕生日を迎えられました。
　これからも、健康に留意され、元気に過ごされます
ようお祈りいたします。

▲生江　ヒサノさん
（国府新宿）

▲湯山　リウさん
（西小磯）

▲花いっぱい運動団体の活動できれいに整備された花壇
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【表１】 大磯町介護保険料（平成24年度～平成26年度）
　保　険　料　段　階 年額保険料

第１段階 ○生活保護受給者の方
○老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の方 26,160円

第２段階
住民税

非課税世帯

前年の年金収入額と合計所得金額の合計が、80万円以下の方 26,160円
第３段階
【新設】

前年の年金収入額と合計所得金額の合計が、80万円を超え120万円以下
の方 36,600円

第４段階 保険料段階が、第3段階に該当しない方 39,240円
第５段階

住民税
課税世帯

住民税
本人非課税

前年の年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方 47,040円
第６段階 保険料段階が、第5段階に該当しない方 52,320円
第７段階

住民税
本人課税

前年の合計所得金額が200万円未満の方 65,400円
第８段階 前年の合計所得金額が200万円以上400万円未満の方 78,480円
第９段階 前年の合計所得金額が400万円以上800万円未満の方 91,560円
第10段階 前年の合計所得金額が800万円以上の方 104,640円

※住民税…町民税＋県民税

介
護
保
険
制
度
と
は

　
平
成
12
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
介
護
保
険
制

度
は
、
年
金
・
医
療
保
険
・
労
働
保
険
に
次

ぐ
第
四
の
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
方
を
社
会

全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
財
源
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
人
が
１
割
を
負
担
し
、
残
り
の
９
割

を
、
40
歳
以
上
の
方
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
が
負
担
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
法
定
負

担
割
合
は
、
公
費
で
50
％
、
残
り
の
50
％
を

40
歳
〜
64
歳
の
方
が
29
％
、
65
歳
以
上
の
方

は
21
％
と
な
り
ま
す
。（
図
１
参
照
）

介
護
費
用
は
ま
す
ま
す
上
昇

【
約
10
％
上
昇
の
69
億
円
と
推
計
】

　
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
３
年
間

に
か
か
る
介
護
費
用
額（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
の
１
割
負
担
分
を
除
く
）は
、

今
後
の
高
齢
化
の
進
行
等
を
踏
ま
え
、
約

69
億
円
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
は
、平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
の

３
年
間
の
介
護
費
用
額
に
対
し
、
約
６
億
３
，

０
０
０
万
円（
10
％
）の
上
昇
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料

　
保
険
料
額
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
所
得
状

況
等
に
応
じ
て
、
段
階
を
設
定
し
、
金
額
が

設
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
、
低
所
得
者
層
に
配
慮

し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
年
金
収
入
額
と

合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
１
２
０
万
円
以
下

の
１
段
階
を
増
や
し
、
全
10
段
階
に
改
め
ま

し
た
。（
表
１
参
照
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
24
時
間
、
30
分
以
内
で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
導
入
予
定
の
新
サ
ー
ビ
ス
】

○
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

サ
ー
ビ
ス
の
導
入

○
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
住
宅
の
整
備

○
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
導
入

介
護
保
険
料
の
納
め
方

▼
保
険
料
額
等
の
通
知

　
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
方
に
は
、
６

月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特

別
徴
収
開
始
（
停
止
）
通
知
書
」
を
ご
本
人

宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
方
に
は
、
６
月
中
旬
に「
介

護
保
険
料
納
入
通
知
書（
納
付
書
付
）」
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
生
活
困
窮
な
ど
の
た
め
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
２

【図１】 介護保険料負担割合（介護保険給付）

40歳以上の方の負担 50％ 公費負担 50％
国
25.0％（※）

県
12.5％（※）

町
12.5％

40～64歳
29.0％

65歳～
21.0％

（※）施設等給付の場合は、国20％、県17.5％になります。

52,320円52,320円
介護保険料基準額

（年間）

介護保険料基準額
（年間）

48,480円

約８％
UP

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

〜
介
護
保
険
料
基
準
額
が
年
間
約
８
％
引
き
上
げ
〜
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　「
介
護
マ
ー
ク
」
と
は
、
認
知
症

高
齢
者
等
の
介
護
に
つ
い
て
、
他
の

人
か
ら
見
る
と
介
護
を
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
に
く
く
、
誤
解
や
偏
見

を
持
た
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
介
護

す
る
人
が
周
囲
の
人
に
介
護
中
で
あ

る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
き
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　「
介
護
マ
ー
ク
」
証
は
、
福
祉
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）、
ま
た
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
月
京
30
│

18
）の

窓
口
で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
２

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成

24
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
に
入
学
し
た
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
は
助
成
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
、
町
内
に

６
か
月
以
上
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
児

童
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給

者
や
施
設
入
所
者
等
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）
を
養
育
し
て
い

る
父
・
母
・
養
育
者
の
方

▼
助
成
金

　
児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

　
５
月
７
日（
月
）〜
５
月
31
日

（
木
）の
間
に
、
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
振

込
用
の
「
店
名
・
預
金
種
目
・

口
座
番
号
」
が
必
要
で
す
）

・
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、

在
学
を
証
明
で
き
る
も
の

（
学
生
証
等
）

・
印
鑑（
認
印
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
１
８

　
今
年
度
の
施
設
開
放
日
は
、

３
園
と
も
、
５
月
か
ら
毎
週
行

い
ま
す
。
ま
た
、
未
就
園
児
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
が
幼

稚
園
の
先
生
と
一
緒
に
活
動
す

る
体
験
入
園
も
、
毎
月
１
回
開

催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、

最
寄
り
の
幼
稚
園
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
開
放
日

　（
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
中
）

・
大
磯
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
☎（
61
）０
５
０
５

・
国
府
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
☎（
71
）０
５
４
９

・
た
か
と
り
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
☎（
71
）３
０
５
０

※
体
験
入
園
日
の
日
程
表
は
、

各
園
に
て
配
布
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
１
７

　
永
年
の
消
防
防
災
の
功
労
に
対

し
て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

※
階
級
・
所
属
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
度
中
の
も
の
で
す
。

○
㈶
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

・
功
績
章

　
団
本
部
　
副
団
長
　
土
方
庸
禎

○
㈶
神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

・
功
績
章

　
第
11
分
団
分
団
長
　
西
村
　
恒

　
第
12
分
団
部
長
　
　
斎
藤
直
広

・
勤
続
賞

　
第
11
分
団
分
団
長
　
西
村
　
恒

　
第
11
分
団
副
分
団
長
　
鳴
瀬
國
男

　
第
12
分
団
部
長
　
　
斎
藤
直
広

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

▲配布する「介護マーク」証

介
　
護

マ
ー
ク

配
布
中

所　属　職　名 氏　名 旧　　所　　属

教育委員会子ども育成課長 大隅　則久 教育委員会子ども育成課長
（大磯町教育研究所所長兼務）
消防署長 関口　一郎 国府分署長
国府分署長 三木　茂男 消防署長

氏　名 氏　名
保険福祉課主査 小澤　悦子 教育委員会子ども育成課国府保育園主任給食調理員 藤原さつき
都市計画課主任主事 広瀬　　裕 財政課主任庁務作業員 三上　和男
税務課収納対策室主事補（任期付短時間勤務） 二見　祥征 教育委員会子ども育成課大磯小学校給食調理員 深沢　節子
保険福祉課主事補（任期付短時間勤務） 坪井　政恵

町 職 員 人 事 異 動

退 　 職 　 者

（平成24年4月1日付　課・室長級以上）

（平成24年3月31日付）

　今年度は、機構改革に伴い、新たな職員
体制を整える人事異動を５月に実施します。
４月の人事異動及び昨年度末の退職者は、
以下のとおりです。

◎問い合わせ　総務課☎内線 211

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
助
成
金
支
給

町
立
幼
稚
園
の
施
設
開
放
・

体
験
入
園
の
お
知
ら
せ

平成23年度

消防防災
功労者表彰
消防防災
功労者表彰
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平
成
24
年
度
各
地
区
の
町
内
会
・

自
治
会
の
代
表
者
の
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
☆
印
は
、
新
し
く
代
表
者
に
　
　

　
　
な
ら
れ
た
方
で
す
。
敬
称
略
）

　
高
　
　
麗
　
　
曽
根
田
　
純
一
郎

　
東
　
　
町
　
　
上
　
口
　
政
　
喜

　
長
者
町
　
　
関
　
野
　
恭
　
巨

　
山
王
町
　
　
二
梃
木
　
幸
　
雄

　
神
明
町
　
　
岩
　
崎
　
英
　
二

　
北
本
町
　
　
出
　
縄
　
政
　
美

　
北
下
町
　
　
岩
　
田
　
全
　
弘

☆
南
本
町
　
　
中
　
村
　
雅
　
一

　
南
下
町
　
　
眞
　
間
　
義
之
助

　
茶
屋
町
　
　
福
　
澤
　
照
　
夫

☆
裡
　
　
道
　
　
市
　
原
　
章
　
司

　
台
　
　
町
　
　
梅
　
田
　
詔
　
一

　
西
小
磯
東
　
　
波
多
野
　
浩
　
二

☆
西
小
磯
西
　
　
相
　
田
　
　
　
稔

　
中
　
　
丸
　
　
鈴
　
木
　
正
　
明

　
馬
　
　
場
　
　
飯
　
島
　
孝
志
郎

　
国
府
新
宿
　
　
澤
　
野
　
重
　
春

　
月
　
　
京
　
　
土
　
方
　
公
　
雄

　
生
　
　
沢
　
　
細
　
川
　
　
　
隆

　
寺
　
　
坂
　
　
岸
　
　
　
眞
　
人

　
虫
　
　
窪
　
　
土
　
方
　
俊
　
一

　
黒
　
　
岩
　
　
守
　
屋
　
泰
　
秀

　
西
久
保
　
　
清
　
野
　
壽
　
治

　
石
神
台
　
　
森
　
住
　
　
　
廣

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
６

町
内
24
地
区

　
　
　
代
表
者

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　（
順
不
同
敬
称
略
）

　
二
宮
　
強
志
（
国
府
新
宿
）

　
内
海
　
徳
之
（
中
丸
）

○
小
埜
　
健
次
（
生
沢
）

　
安
藤
　
憲
和
（
馬
場
）

　
奥
野
枝
美
子
（
山
王
町
）

○
関
野
　
行
正
（
神
明
町
）

　
曽
我
由
紀
夫
（
石
神
台
）

○
山
本
　
勝
己
（
高
麗
）

○
守
屋
　
正
三
（
黒
岩
）

○
伴
　
　
紀
子
（
南
下
町
）

　
杉
山
　
　
裕
（
茶
屋
町
）

▼
青
少
年
指
導
員（
順
不
同
敬
称
略
）

○
枝
川
　
千
尋

○
加
藤
　
久
昭

○
勝
又
　
正
孝

○
加
藤
　
昌
子

○
鈴
木
恵
美
子

○
織
戸
　
　
明

○
二
宮
　
幸
男

○
上
野
　
広
子

○
位
田
　
明
生

○
二
宮
由
美
子

○
山
口
　
髙
志

○
河
野
　
昭
彦

　
村
上
　
　
健
（
台
町
）

○
髙
山
　
弘
子
（
高
麗
）

　
曽
我
部
　
耕
（
馬
場
）

　
佐
藤
　
成
人
（
中
丸
）

　
植
地
　
素
子
（
台
町
）

○
二
梃
木
健
太
（
北
下
町
）

○
加
藤
　
桂
子
（
中
丸
）

○
坂
井
　
幸
三
（
黒
岩
）

○
加
藤
す
み
れ
（
黒
岩
）

○
草
山
　
和
彦
（
高
麗
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
２
４

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

　
☎
内
線
３
２
９

　
町
で
は
、
次
の
21
名
の
方
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
推
進
委
員
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
た
め
、
事
業
の
実
施
に
係

る
連
絡
調
整
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
の
指
導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導

及
び
助
言
や
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
○
印
は
平
成
24
年
４
月
１
日
委
嘱

　
次
の
12
名
の
方
を
青
少
年
指
導
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
青
少
年
指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
伸
び
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
○
印
は
平
成
24
年
４
月
１
日
委
嘱

　
昨
年
７
月
に
着
工
し
ま
し
た
台
町

会
館
が
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
35
年
に
台
町
地
区
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
台
町
公
民
館
の
老
朽
化
に

伴
い
、
平
成
22
年
よ
り
建
設
に
取
り

掛
か
り
、
こ
の
ほ
ど
完
成
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
会
館
の
オ
ー
プ
ン
後
は
、
町
内
会

活
動
や
地
域
の
方
々
の
自
主
活
動
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
の

場
と
し
て
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

し
て
利
用
さ
れ
る
会
館
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
施
設
の
内
容

１
階
　
集
会
室
、
炊
事
室
、
み
ん
な

　
　
　
の
ト
イ
レ
な
ど

２
階
　
集
会
室（
洋
室
・
和
室
）

　
　
　
倉
庫
、
湯
沸
室
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
６

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
委
嘱

青
少
年
指
導
員
を
委
嘱

台町会館
 完成！！
台町会館
 完成！！

地 域 活 動 の 拠 点 に地 域 活 動 の 拠 点 に

▲完成した台町会館
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旧
安
田
善
次
郎
邸 

さ
つ
き
の
お
庭
と

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
磯
自
由
散
策

旧
安
田
善
次
郎
邸 

さ
つ
き
の
お
庭
と

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
磯
自
由
散
策

邸
園
文
化
事
業
・
大
磯
・
春

邸
園
文
化
事
業
・
大
磯
・
春

№96

「
国
府
」
に
変
化
…
！

　
今
、
国
府
小
学
校
と
国
府
中
学

校
が
新
し
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る

の
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
国
府
小
学
校
は
、
広
大
な
校
庭

を
利
用
し
プ
ー
ル
を
建
設
中
で
、

国
府
中
学
校
は
、
校
庭
の
改
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
府
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
は

積
極
的
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

校
庭
の
工
事
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

進
み
、
今
年
度
の
夏
か
ら
使
用
予

定
と
い
う
こ
と
で
待
ち
遠
し
い
で

す
。

　
国
府
中
学
校
の
校
庭
改
修
は
去

年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
日
国

中
が
誇
る
長
い
長
い
坂
を
ト
ラ
ッ

ク
が
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
教
室

か
ら
は
工
事
の
様
子
が
見
え
ま
す

が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
校
庭
の

姿
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
国
中

は
、
昔
か
ら
水
は
け
が
悪
く
、
雑

草
も
ち
ら
ち
ら
目
に
つ
く
よ
う
な

校
庭
で
し
た
。「
や
っ
と
素
敵
な

校
庭
が
で
き
る
ん
だ
！
」
と
は
ず

む
気
持
ち
で
毎
日
校
庭
を
眺
め
て

い
ま
す
。

　
大
磯
町
は
、
住
み
よ
い
町
に
な

る
た
め
、
日
々
成
長
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
肌
で
感
じ
て
、

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に
協
力
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
内
海
　
帆
奈
美
）

「
プ
レ
イ
デ
イ
　
大
磯
」
に

行

っ

て

き

ま

し

た

　
３
月
25
日
、
国
府
小
学
校
の
体

育
館
で
プ
レ
イ
デ
イ
大
磯
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
僕
は
、
い
と
こ
と
２
人
で
参
加
、

受
付
を
す
ま
し
て
体
育
館
に
入
り

フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
ド
ッ
チ
ビ

ー
と
い
う
競
技
の
練
習
を
始
め
ま

し
た
。
　

　
フ
リ
ス
ビ
ー
は
大
好
き
な
遊
び

の
１
つ
で
、
投
げ
て
い
る
時
は
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
６
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
が

開
始
さ
れ
、
８
回
ぐ
ら
い
当
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
同

点
１
位
で
し
た
。

　
次
に
風
船
回
し
を
し
ま
し
た
。

大
き
な
円
を
作
っ
て
風
船
を
1
分

間
で
ど
こ
ま
で
運
べ
る
か
と
い
う
競

技
で
か
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
ま
て
ま
て
玉
入
れ
を
し
ま

し
た
。
カ
ゴ
を
背
お
っ
て
い
る
人
に

向
か
っ
て
投
げ
る
競
技
で
、
僕
は
赤

い
玉
を
カ
ゴ
に
夢
中
で
投
げ
ま
し
た
。

　
結
果
発
表
を
し
て
く
れ
た
け
ど
、

周
り
の
声
で
聞
こ
え
な
か
っ
た
で
す
。

　
約
３
時
間
、
３
つ
の
競
技
を
し

ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、

友
達
と
楽
し
み
た
い
か
ら
、
ま
た

大
磯
小
学
校
で
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
榎
本
　
笙
平
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

　
安
田
邸
の
お
庭
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で
楽
し
み
、
マ
チ
ナ

カ
を
自
由
に
散
策
す
る
人
気
の
コ
ー
ス
で
す
。

▼
と
き
　
５
月
27
日（
日
）

▼
集
合
・
受
付
場
所
　
旧
安
田
邸

▼
受
付
時
刻

　
①
10
時
の
部
　
９
時
30
分
〜
10
時

　
②
11
時
の
部
　
10
時
30
分
〜
11
時

　
③
13
時
30
分
の
部

　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
13
時
30
分

▼
参
加
費
　
５
０
０
円（
鴫
立
庵
入

　
場
券
、
保
険
料
、
資
料
代
）

▼
定
員
　
各
回
１
５
０
名

▼
申
込
方
法
　
往
復
葉
書
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
参
加
希
望
見
学
時
刻
、
氏

名
、住
所
、電
話
番
号
を
明
記
。（
１

人
１
枚
で
４
名
ま
で
申
込
可
）

▼
申
込
期
間
　
５
月
１
日（
火
）〜

18
日（
金
）※
た
だ
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

５
月
１
日（
火
）　
10
時
か
ら
開

始
。

▼
申
込
先
　
〒
２
５
５
│

０
０
０
３

　
大
磯
町
大
磯
８
７
８
│

１

　（
社
）大
磯
町
観
光
協
会

　
FAX（
60
）１
１
７
０

▼
そ
の
他

・
申
込
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
。

・
荒
天
の
場
合
中
止
。

・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
履
物
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し

た
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
催
し
は
、
所
有
者（
安
田
不
動

産
株
式
会
社
）の
ご
協
力
に
よ
り
、

町
、
県
と（
社
）大
磯
町
観
光
協
会

が
協
働
し
て
実
施
す
る
事
業
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　（
社
）大
磯
町
観
光
協
会

　
☎（
61
）３
３
０
０

　
暑
い
夏
を
熱
い
ラ
イ
ブ
＆
花
火
大

会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

な
ぎ
さ
の
祭
典
開
催
日

▼
と
き
　
７
月
28
日（
土
）

※
荒
天
の
場
合
は
花
火
大
会
の
み
翌

週
に
延
期

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
港
県
営
駐
車
場

※
ラ
イ
ブ
出
演
者
等
詳
細
は
、
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
な
ぎ
さ
の
祭
典
開
会
式
前

に
祭
典
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
フ
ラ

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

▼
演
目
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
み
。

▼
募
集
チ
ー
ム
数
　
３
チ
ー
ム
以
内

※
応
募
数
が
３
チ
ー
ム
以
上
の
場

合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
５
月
１
日（
火
）〜
５

月
15
日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
を
な
ぎ
さ

の
祭
典
実
行
委
員
会（
町
観
光
協
会
内
）

に
持
参
す
る
こ
と
。
所
定
用
紙
は
町

観
光
協
会
に
て
配
布
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
条
件
】

▼
チ
ー
ム
出
演
者
の
半
数
以
上
が
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
者
で

あ
る
こ
と
。

▼
な
ぎ
さ
の
祭
典
に
協
賛
す
る
こ
と
。

▼
な
ぎ
さ
の
祭
典
実
行
委
員
会
の
定

め
た
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
な
ぎ
さ
の
祭
典
実

行
委
員
会（
町
観
光
協
会
内
）

　
☎（
61
）３
３
０
０

なぎさの祭典開催日決定！

＆フラダンス参加団体募集

なぎさの祭典開催日決定！

＆フラダンス参加団体募集
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３
月
25
日（
日
）、
鴫
立
庵
に
お
い

て
第
55
回
大
磯
西
行
祭
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
各
部
門
の
入
選

者
の
表
彰
式
典
及
び
俳
句
・
短
歌
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
表
彰
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、
学
年

は
表
彰
時
の
も
の
で
す
。）

◎
献
詠
俳
句

【
一
般
の
部
】

第
一
位
　
大
磯
町
　
　
植
地
　
素
子

　
囀
り
の

飛
び
こ
ん
で
く
る
円
位
堂

第
二
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
奥
村
　
ゑ
こ

第
三
位
　
小
平
市
　
　
東
　
　
祥
子

第
四
位
　
大
和
市
　
　
平
綿
　
涼
風

第
五
位
　
伊
勢
原
市
　
小
野
み
ど
り

第
六
位
　
大
磯
町
　
　
古
谷
　
和
子

【
小
学
生
の
部
】

第
一
位
　
大
磯
小
四
年

古
瀬
　
王
海

ふ
ゆ
の
山何

も
な
い
け
ど
う
つ
く
し
や

第
二
位
　
大
磯
小
四
年
　
生
方
瑛
士

第
三
位
　
大
磯
小
六
年
　
井
出
明
里

第
四
位
　
ス
テ
パ
ノ
小
六
年
　
寺
田
渉
悟

第
五
位
　
国
府
小
六
年
　
小
早
川
青
穂

第
六
位
　
国
府
小
六
年
　
柳
　
達
也

【
中
学
生
の
部
】

第
一
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
三
年
　
佐
藤
颯
太

冬
晴
れ
や

窓
か
ら
見
え
る
貨
物
列
車

第
二
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
一
年
　
深
澤
拓
真

第
三
位
　
大
磯
中
三
年
　
外
山
晃
奨

第
四
位
　
大
磯
中
三
年
　
杉
山
　
楓

第
五
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
一
年
　
志
村
智
美

第
六
位
　
大
磯
中
三
年
　
草
山
祥
枝

◎
献
詠
短
歌

【
一
般
の
部
】

第
一
位
　
京
都
市
　
　
角
山
　
　
諭

冬
晴
れ
の

　
公
園
に
雀
飛
び
き
た
り

　
　
　
　
影
よ
り
先
に着

地
し
た
り
ぬ

第
二
位
　
箱
根
町
　
　
平
賀
　
　
幸

第
三
位
　
名
古
屋
市
　
清
水
　
良
郎

第
四
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
中
村
　
　
暉

第
五
位
　
静
岡
市
　
　
高
橋
　
香
子

第
六
位
　
池
田
市
　
　
太
田
　
省
三

【
小
中
学
生
の
部
】

第
一
位
　
大
磯
中
三
年
　
井
野
川
夏
蓮

　
ご
ち
ℵ
ご
ち
ℵ
な

　
数
字
や
文
字
を
見
て
い
る
と

　
　
自
分
が
機
械
に

　
　
　
　
な
ℕ
て
く
気
が
す
る

第
二
位
　
国
府
中
二
年
　
門
脇
真
央

第
三
位
　
国
府
中
二
年
　
添
田
悠
美

第
四
位
　
国
府
中
二
年
　
小
松
亜
美

第
五
位
　
円
蔵
中
二
年
　
星
野
遼
太

第
六
位
　
大
磯
中
一
年
　
荒
井
　
柚

◎
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
４
８

〜
第
55
回 

大
磯
西
行
祭
〜

献
詠
俳
句
・
短
歌
　
入
選
句
決
ま
る
！！

　
町
役
場
本
庁
舎
内
に
あ
る
来
庁

者
用
ソ
フ
ァ
ー
が
汚
れ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
針し

ん

布ぷ

る
の
会
」

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
町
の

鳥
ア
オ
バ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
カ
バ
ー
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　
１
階
フ
ロ
ア
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
来
庁
時
に
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
６

　乳幼児から高齢者まで無料の歯科健診が受けられ
ます。
▶と　き　６月３日（日）　13：30 ～ 15：00
▶ところ　保健センター
▶対　象　こどもから大人まで

※同時開催
　ニュースポーツ
　体験、消防車・
　救急車の展示

◎問い合わせ　スポーツ健康課　☎内線 310

▼
と
き
　
６
月
１
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石

▼
相
談
内
容

・
児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
の

問
題
な
ど

・
家
庭
内
や
隣
近
所
の
こ
と
で
困
っ

た
こ
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

・
名
誉
き
損
、
セ
ク
ハ
ラ
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど

※
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課

　
☎
内
線
２
３
７

▲昨年の様子

▲町の鳥「アオバト」をモチーフにしたソファーカバー

歯の健康フェスタ２０１2
「歯みがきは じょうぶなからだの 第一歩」

●
町
の
鳥
「
ア
オ
バ
ト
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

●
町
の
鳥
「
ア
オ
バ
ト
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ソ
フ
ァ
ー
カ
バ
ー
誕
生

ソ
フ
ァ
ー
カ
バ
ー
誕
生

特設人権相談実施！！特設人権相談実施！！
人権擁護委員が相談に応じます。

「人権擁護委員の日」「人権擁護委員の日」「人権擁護委員の日」
６月１日は
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図
書
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
お
は
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
は
、
手
袋
人
形
劇
入
門
講
座
で
す
。

　
簡
単
な
手
袋
人
形
を
作
っ
て
、
演
じ
方

を
学
び
ま
す
。

　
手
袋
人
形
を
作
っ
て
、演
じ
て
、そ
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
講
師
　
平
川
静
子
さ
ん（
人
形
劇
団
た

ん
ぽ
ぽ
わ
ら
べ
）

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
会
議
室

▼
定
員
　
30
名
　
申
込
制（
先
着
順
）

▼
材
料
費
　
５
０
０
円
〜
７
０
０
円
位

▼
託
児
　
希
望
の
方
は
、
申
込
時
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
　
５
月
８
日（
火
）午
前
９
時
か

ら
本
館
・
分
館（
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

で
、
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
。

　
図
書
館
で
は
、
今
年
度
も
、
新
し
い
本

が
い
っ
ぱ
い
の「
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
が
参
加
で
き

ま
す
。
図
書
館
の
す
い
せ
ん
図
書（
１
日

２
冊
ま
で
）を
読
む
と
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
に
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
の
で
、

カ
ー
ド
を
集
め
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
カ
ー
ド

の
枚
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
受
付
は
、
本
館
・
分
館
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

磯
の
生
き
物
観
察
会

　
照
ヶ
崎
海
岸
で
、
磯
の
生
物
の
話
し
を

う
か
が
い
な
が
ら
、
実
際
に
生
物
に
触
れ
、

観
察
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
５
月
20
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
集
合
場
所
　
照
ヶ
崎
プ
ー
ル
前

▼
講
師
　
相
模
貝
類
研
究
談
話
会

　
会
長
　
福
田 

良
昭
さ
ん

▼
対
象
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
　
５
月
３
日（
木
・
祝
）か
ら
先

着
順
。
来
館
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
ミ
ニ
企
画
展
の
展
示
資
料
の

中
か
ら
、
思
わ
ず
「
な
ぁ
に
こ
れ
？
」
と

つ
ぶ
や
い
て
し
ま
う
資
料
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
写
真
は
、
石
仏
の
頭
で
す
。
鼻
や
耳
が

欠
け
、
体
も
な
く
、
ち
ょ
っ
と
異
様
で
す
。

し
か
し
、よ
く
見
る
と
、目
鼻
立
ち
は
く
っ

き
り
と
し
て
い
て
、
口
も
と
に
笑
み
を
た

た
え
て
い
る
よ
う
で
不
思
議
な
印
象
を
与

え
ま
す
。
も
と
も
と
の
出
所
は
中
国
の
よ

う
で
す
が
、
一
時
、
作
家
の
尾
崎
士
郎
が

所
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
こ

と
に
数
奇
な
運
命
を
辿た

ど

っ
て
当
館
に
落
ち

着
い
た
初
公
開
資
料
で
す
。

▼
と
き
　
４
月
28
日（
土
）〜
６
月
17
日（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
　
企
画
展
示
室

▼
入
館
料
　
無
料

▼
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
・
毎
月
１
日

（
館
内
整
理
日
）。
な
お
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
は
休
館
日
が
変
則
的
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
版
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

図書館の休館日
　５月／1・7・10・14・21・28日
郷土資料館の休館日
　５月／1・2・7・14・21・28日

図
書
館
情
報

郷
土
資
料
館
情
報

作
っ
て
、集つ
ど

っ
て
、動
か
そ
う

手
袋
人
形
劇
入
門
講
座

「
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
２
」

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

▲スタンプラリー
　コーナー（本館）

ミ
ニ
企
画
展「
な
ぁ
に
こ
れ
？

　
資
料
傑
作
選
」か
ら

日　　時 内　　容

① ６月15日（金）
午前10時～11時

職員による、おはなしボラン
ティアの説明

② ６月22日（金）
午前10時～12時

人形劇の基礎知識と、手袋人形
の製作

③ ６月29日（金）
午前10時～12時

手袋人形の製作と動かし方の基
礎

④ ７月13日（金）
午前10時～12時

受講者による実演と、講師の講
評

▲磯観察の様子

▲仏頭
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　中国で学んだ伝統的太極拳と気功
体操を楽しく体験してみませんか。
　とき
　①6月15日（金）14:00～ 15:30
　②6月21日（木）14:30～ 16:00
　ところ　①保健センター2階研修室
　　　　　②国府支所 2階会議室
　講師　深井　信悟氏（大磯町生涯
学習人材登録者）
　対象　どなたでも（概ね 65歳以
　上の方）
　定員　①・② 20名（先着順）
　参加費　無料
　持ち物　タオル、動きやすい服装、
飲み物
　申込方法　電話で 5月 8日（火）
　から
問・申　生涯学習課　☎内線 329

　第 59回おおいそ文化祭に参加を
希望する団体を募集します。（なお、
昨年参加された団体には直接通知を
お送りします。）
　とき　10月20日（土）・21日（日）
　ところ　保健センター、図書館、
福祉センターさざれ石などの町内
公共施設を予定
　募集期間　5月 7日（月）～ 25日
（金）
　申込方法　申込用紙に必要事項を
記載して、生涯学習課へ持参。（申
込用紙は町生涯学習課にあります）

問・申　生涯学習課　☎内線 329

▶

▶

▶

▶

▶
▶
▶

▶

　庭園、持仏堂等の解説を聞きなが
ら見学します。
　とき　5月 15日（火）　14:00 ～
16:00（13:30 ～受付開始）
　ところ　安田不動産大磯寮（旧安
　田善次郎別荘）現地集合
　講師　稲葉　和也氏（大磯町文化
財専門委員）

　定員　30名
　参加費　無料
　持ち物　筆記用具
　申込方法　電話で 5月 8日（火）
　9:00 ～（先着順）
問・申　生涯学習課　☎内線 323

　仲間と一緒に楽しく体力維持をし
ませんか。
　とき　原則第2月曜日、第4水曜日。
　全19回。6月11日（月）スタート。
　ところ　福祉センターさざれ石
　2階レクリエーション室
　対象　町内在住の足腰を丈夫にし
たい 65歳以上の方
　募集人数　25名（先着順）
　参加費　5,700 円
　（300円×全 19回を前納）
　申込締切　5月 31日（木）
問・申　福祉課　☎内線 316

文化祭参加団体の募集ＯＩＳＯ学び塾③
大磯の別荘・旧安田善次郎別荘

～春の見学会～

転倒予防教室参加者募集

おおいそ骨太体操
ボランティアお仲間募集！！

高齢者教室①
太極拳と気功体操でリフレッシュ！
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─福島原発で何が起こったのか─
　放射線・放射能とは何だろう。放射
線量と放射線測定器について学びます。
　とき　5月 22日（火）　10:00 ～
　11:30 
　ところ　保健センター2階研修室
　講師　塩谷　廣範氏（大磯町生涯学
習人材登録者・放射線取扱主任者）
　定員　50名
　参加費　無料
　持ち物　筆記用具
　その他　託児あります。希望の方
は申込み時にお申し出ください。
　申込方法　電話又はe-mail で。
　5月 7日（月）から先着順。e-mail
で申込みの際は、講座名、氏名、（託
児の場合は子どもの年齢、名前、
ふりがな）住所、電話番号をご記
入ください。
問・申　生涯学習課　☎内線 329
　kouza@town.oiso.kanagawa.jp

ＯＩＳＯ学び塾②
「放射線とどう向き合うか」

▶

▶
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▶
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　骨太体操が親しまれて 12年。若さ
あふれる会員がお待ちしています！
　とき　5月 9、16、23、30日（い
ずれも水曜日）10:00 ～ 11:30
　4回全て参加の方には修了証贈呈
　ところ　保健センター2階研修室
　対象　どなたでも
　参加費　無料
　申込み　不要（直接会場にお越し
　ください。）
　持ち物　動きやすい服装・靴、水
分補給できるものを持参
問　おおいそ骨太体操ボランティア
の会事務局　☎（61）9187

▶
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問
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問 申

問 申

▲おおいそ文化祭（昨年）

▲おおいそ骨太体操
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和食料理教室「きほんのき」 「大磯親子地曳き網体験教室」

～親子でふれあい体操～

保育ボランティア体験会

親子で楽しもう「リトミック」
参加者募集

「アオバト講演会」
参加者募集

男性の料理教室・春

　簡単な実習をしながら和食の基本
をマスターしましょう。
　とき　5月 24日、7月 26日（い
　ずれも木曜日）10:15 ～ 12:30
　ところ　保健センター 1階保健
指導室
　対象　40歳代位までの方
　定員　各 20名（先着順）
　参加費　300円（材料費、保険代）
　持ち物　エプロン、三角巾、手ふ
きタオル、筆記用具
　その他　保育あり
問・申　スポーツ健康課　☎内線 319

　地曳き網終了後、現地で獲れた魚
で食事会を開催します。
　とき　5月 26日（土）9:00 集合
　13:00 解散
　ところ　こいそ幼稚園下 台舟地曳き網
　募集人数　大人・子供合わせて
　150名（子供　小学生以上）
　参加費　大人 1,500 円　子供
　1,000 円（食事・保険代込み）
　申込み　5月 13 日（日）まで　氏
名・年齢・住所・電話番号明記の
うえ、FAXまたはメールで。
　申込先　FAX（61）7196  富山宛
　メールoiso-odc@leaf.ocn.ne.jp
　大磯だいすき倶楽部
問　こみゅにてー・パティオ海鈴（か
りん）　☎（61）0476

　親子でリズムに合わせて動きま
しょう！ママのシェイプアップにも
なります！
　とき　5月24日（木）10:00～ 11:00
　ところ　子育て支援総合センター
　対象　親子で参加できる方
　講師　おおいそ骨太体操ボランテ
ィアの会
　申込み　不要。直接会場にお越し
ください。
　持ち物　バスタオル・水分
問　スポーツ健康課　☎内線 309

　保健センターの教室等で赤ちゃん
の見守り保育を体験しませんか。
　とき　① 5月 16日（水）　13:15
～ 15:00　離乳食教室
　②5月24日（木）　10:15～ 12:00
　和食料理教室
　ところ　保健センター2階運動指導室
※①②どちらか一方でも可。直接
会場にお越しください。
問　保育ボランティア　安池宅
　☎（61）4401

　うたや手遊び…いろんなリズムに
合わせて、親子でいっぱいコミュニ
ケーションをとりましょう。
　とき　6月 4日（月）
　① 10:00 ～ 10:30
　② 10:45 ～ 11:30
　ところ　子育て支援総合センター
　対象　① 6か月～ 12か月の子と
保護者② 1歳～未就園の子と保
護者
　定員　各 10組
　参加費　無料
　講師　槇 久美子氏
　申込み　5月14日（月）～（先着順）
問・申　子育て支援総合センター
　（めばえ）　☎（71）3377

　とき　5月 27日（日）14:30 ～
　16:00
　ところ　図書館２階大会議室
　講師　こまたんの斎藤　常實氏と
金子　典芳氏
　定員　50名（無料）
　申込み　①講座名「アオバト」
②〒住所③氏名④電話番号を明記
し、メールか FAXで。
FAX（61）3805（遠藤方）
ookina-ouchi@oasis.ocn.ne.jp
問・申　ＮＰＯ法人　大きなおうち
　☎ 090（5305）3404（高橋）

　「おいしく、楽しく、健康に」の男
性対象の料理教室を開催します。
　とき　5月29日（火）、6月26日
（火）　いずれも10:00～13:00
　ところ　保健センター1階保健指
導室
　対象　成人男性
　定員　24名
　参加費　1回800円（材料費、保険
代含）初回に2回分を徴収。
　持ち物　エプロン、三角巾、手ふ
きタオル、筆記用具等
　申込締切　5月19日（土）まで
問・申　大磯町食生活改善推進団体
（ママの会）吉成宅　☎（72）3655
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大磯ゆかりの文化人を高麗の里に訪ねる

　初緑の高麗山の麓を散策し、そこ
に居を構えた文化人をめぐるウォー
クガイドです。
　とき　6月 2日（土）　小雨決行
　集合場所・時間　JR大磯駅
　9:30
　コース　大磯駅～大運寺～小倉遊
亀旧宅～加山又造旧宅～中島信
行・湘煙旧宅～菊池重三郎宅～中
村時蔵旧宅～山本丘人旧宅～高来
神社　解散 約 4km ２時間半
　定員　200名
　参加費　500円（保険代、資料代含）
　募集及び申込要項　氏名、住所、
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　電話番号、人数（2名まで）を記入
の上、往復はがきにて。5月 17日
（木）必着。（応募者多数の場合抽選）
問・申　〒 255-0003　大磯町大磯
　960-3　はまひるがお内　NPO
法人大磯ガイドボランティア協会
　☎ 080（3429）2145
　9:00 ～ 17:00

問 申
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　「いさま琵和の会」による演奏会
を風情ある城山庵の庭園で行います。
　とき　5月 27日（日）13:00 開演
　ところ　大磯城山公園　茶室「城
山庵」（入場無料）　
　問　大磯城山公園　☎（61）0355

　３月 18 日（日）大磯港において開催した復興支援イベントにて、総
額 341,628 円の募金が集まりました。
　御協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
▶寄附者　（有）湘南定置・めしや大磯港・外郎売の口上研究会・お
だ笑ぼっち・渡辺　元照さん他、ご来場いただいた皆さん

問　産業観光課　☎内線 263

　スポーツ分野で県規模以上の大会
において優秀な成績を収められた方
を町広報や町ホームページにて紹介
します。随時募集をしていますので、
担当課までご連絡ください。
問　スポーツ健康課　☎内線 324

　とき　6月 3日（日）　9:00 開会
　ところ　国府小学校体育館
　参加資格
① 15歳以上の町在住・在勤・在
学の方で 5人以上のチーム（登録
は 10人まで）
②靴裏が平らの室内シューズを持
参の方
　競技方法　参加チーム数によりトー
ナメント戦又はパート別リーグ戦
　申込み　チーム、メンバー登録用紙
に記入のうえ、代表者会議時に提出
　代表者会議・抽選会
　5月 24日（木）19:00 ～　保健セ
ンター 2階研修室
問　町体育協会サッカー部　加藤宅
　☎（61）3643

新緑くつろぎ音楽会
「琵琶と詩吟の調べ」 スポーツ優秀選手を募集

第３回春季町民フットサル大会

▶
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　「おおいそオープンガーデンフェ
スタ」参加のお庭と史跡を巡ります。
　とき　5月 19日（土）　小雨決行
　集合場所・時間　JR大磯駅　9:30
　コース　　大磯駅～妙大寺～
（オープンガーデン）～白岩神社～
（オープンガーデン）～松韻（旧清
水邸跡）～元勲通り～大磯町役場
　（解散）　　約 4㎞
　定員　200名
　参加費　500円（保険代、資料代含）
　募集及び申込要項　氏名、住所、
　電話番号、人数（2名まで）を記入
の上、往復はがきにて。5月 7日
（月）必着。（応募者多数抽選）
問・申　〒 255-0003　大磯町大磯
　960-3　はまひるがお内　NPO
法人大磯ガイドボランティア協会
　☎ 080（3429）2145
　9:00 ～ 17:00

風薫り花咲き乱れる
大磯の小径を歩く 相模国府祭を訪ねる

▶
▶
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　初夏の風薫る、新緑に囲まれた大
磯城山公園を楽しみます。
　とき　5月 27日（日）　小雨決行
　集合場所・時間　JR大磯駅　9:30
　コース　大磯駅～エリザベス・サ
ンダースホーム～照ヶ崎（アオバ
ト見学）～鴫立庵～藤村邸～大磯
城山公園
　定員　50名
　参加費　500円（保険代、資料代含）
　募集及び申込要項　氏名、住所、
　電話番号、人数（2名まで）を記入
の上、往復はがきにて。5月14日
（月）必着。（応募者多数の場合抽選）
問・申　〒 255-0003　大磯町大磯
　960-3　はまひるがお内　NPO
法人大磯ガイドボランティア協会
　☎ 080（3429）2145
　9:00 ～ 17:00

　相模国府跡を巡り、相模総社六所
神社の国府祭（天下祭り）を見学。
　とき　5月 5日（土・祝）
　9:30 ～　小雨決行
　集合場所・時間
　①大磯駅　8:45 集合
　駅よりバス利用（協会員が案内します）
　②六所神社へ直接も可。
　コース　六所神社～祇園塚～大矢
場（馬場公園）～真勝寺（旧国分寺）
～神揃山　解散　　約 2時間
　定員　100名（当日先着順）
　参加費　500円（保険代、資料代含）
　その他　相模国府祭は 7:00 ～
17:00 まで行なわれます。
問・申　NPO法人大磯ガイドボラ
ンティア協会（はまひるがお内）
　☎080（3429）2145　9:00 ～ 17:00

県立大磯城山公園
「琵琶と詩吟の調べ」を楽しむまち歩き
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http://locoplace.jp/t000157477/

春の新入生募集！！春の新入生募集！！
～無料体験受付中～

問 申
問 申 問 申

●●●復興支援イベント開催結果●●●

問
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　今話題のニュースポーツ「ユニ
カール」や「簡単な体力測定」をやっ
てみませんか。
　とき　5月 20日（日）
　ところ　国府小学校体育館
　13:30 ～ 16:00
　参加費　100円（保険代含む）
※体育館履きは各自持参してください。
問　スポーツ健康課　☎内線 324

▶
▶

▶

問

　ゴルフを始めたけれど、なかなか
上手くなれない、そんな貴方にレッ
スン会を開催します。
　とき　5月 19・26日（土）
　両日ともに 11:00 ～ 13:00
　※荒天時は順延
　ところ　INGゴルフアカデミー
　（レイクウッドゴルフクラブ内）
　参加資格　町内在住、在勤、在学
の中学生以上（高校生以下は保護
者同伴）
　定員　両日とも 20 名（先着順）
※少数の場合、催行しない場合有。
　締切日　5月 10日（木）
　参加費　1,000 円（ボール、保険
代含む）
　指導員　テーチングプロ：宮崎　
亮他氏、ツアープロ：古木　真二
氏
　その他　クラブ無料貸出有
　※グローブはご持参ください。
問・申　スポーツ健康課　☎内線 324

　支援ボランティアとお身体のご不
自由な方の参加者募集！
　とき　5月 20日（日）
　（行き）7:10 頃小田原駅西口集合
　（帰り）18:10 頃小田原駅西口解散
　ところ　山中湖畔　大平山
　募集人数　車いす使用の身体障が
い者 20名、車いす以外の身体障
がい者 25名、支援ボランティア
165名
　参加費　身体障がい者　無料、
　支援ボランティア（一般）5,000
円　（大学生・高校生）2,500 円
（中学生）1,500 円　（小学生）
1,000 円
　申込締切　5月 13日（日）
問・申　山岳集団ベルククラブ本部
代表事務所（室井方）
　☎ 0465（23）0416
　FAX0465（23）6290
※電話によるお問い合わせは、午後
6:00 以降にお願い致します。

　湘南の海でヨットに挑戦してみま
せんか？
　とき　5月 27日（日）　10:00 ～
15:00（小雨決行）
　※荒天時 6月 9日（土）へ延期
　ところ　江ノ島ヨットハーバー
　対象　高校生以上（15名程度）
　持ち物　濡れても良い服装、タオ
ル、着替え等
問・申　町体育協会ヨット部　平川
宅　☎（61）1573
　http://www.oiso.ne.jp/oyc/

　身体・知的障がい者の社会参加の
推進に寄与することを目的に次のと
おり開催されます。
　対象者　県内在住（横浜、川崎除
く）の 13 歳以上で、身体障害者
手帳・療育手帳をお持ちの方。
　なお、心臓等の内部障がいがあり、
医師より運動が認められない方は
参加できません。
【フライングディスク競技会】
（身体障がい者・知的障がい者）
　とき　6月 24日（日）
　ところ　海老名市役所西側催事広場
　申込締切　電話で 5月 23日（水）
まで

【水泳競技会】
（身体障がい者・知的障がい者）
　とき　7月 1日（日）
　ところ　さがみはらグリーンプール
　申込締切　電話で 5月 30日（水）
まで
問・申　障害福祉センター
　☎（73）4530

ゴルフ教室開催 身体障がい者
大平山協力登山会

第23回
町民ヨットスクール大会

県障がい者スポーツ大会

測定場所（地上1ｍ）
放 射 線 量

町内の環境放射線量
H24.4.18 測定 天気：晴れ

大磯小学校
0.04μSv/h

国府小学校
0.02μSv/h

※調査結果は、地上１ⅿ地点でいずれも国の基準値（0.23 μ Sv/h）以下でした。
※測定結果は、町ホームページから確認できます。

　　環境美化センター
　☎（72）4438
問

TEL.0463－72－7500 http://www.gallery-dahu.in

10:00am－18:00pm

水曜日休廊
●〒255-0001
大磯町高麗1-3-23

●R1高来神社入口
　信号を南に50m

P5台
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ニュースポーツを楽しもう！

▲ユニカール
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日赤 救急法救急員養成講習会
（自主防災会救護担当者に推奨） 大磯絵画同好会展 スポーツ物品をお貸しします

県教育委員会とフリースクール
等による不登校相談会

　とき　6月 9日（土）、10日（日）、
　16日（土）全3日（9:30～ 18:00）
　ところ　ふれあい会館 3階
　対象　町内在住、在勤、在学の満
15歳以上の方（県民）
　定員　20 名（応募多数抽選、受
講決定者に受講案内を 1週間位
前に郵送）
　参加費　3,000 円（教本 2冊、保
険料、講習資材）
　申込み　はがきに住所、氏名（フ
　リガナ）、生年月日、電話番号、『救
急法救急員養成講習会希望』と記
入し、〒 255-8555 大磯町東小
磯 183　日赤大磯町分区宛へ、5
月 25日（金）までに必着
問　大磯町災害救護赤十字奉仕団
　　☎ 090（9151）9241（森田）

　講師と 20名の会員の水彩画、油
彩画の展示。ぜひご覧下さい。
　とき　5月11日（金）～18日（金）
　（ただし、初日 13:00 ～、最終日
は 12:00 まで。5月 14日（月）は
　休館）
　ところ　図書館2階展示コーナー
問　古谷宅　☎（61）5953

　ユニカール、グラウンドゴルフ、
ドッチビー、フラフープ、ビブスな
どをお貸しします。
　数に限りがありますので、利用を
ご希望の方は下記までお問い合わせ
ください。
問　スポーツ健康課　☎内線 324

　とき　6月 2日（土）
　13:00 ～ 16:30
　ところ　県立青少年センター
　対象　不登校児童・生徒、 保護者、
教員等
　参加費　無料（申込不要）
　内容　フリースクール等活動紹介
　・個別相談会　等
問　神奈川県教育委員会教育局支援
教育部子ども教育支援課小中学校
生徒指導グループ
　☎ 045（210）8292（直通）

▶

▶
▶

▶

▶

▶

▶

▶

火事と救急
３月の出動状況

消防車…   53件（火災出動 0、救助出動 0、その他出動 53）
救急車…130件（急病 92、交通事故 10、一般負傷 18、その他 10）

～あなたも千年の伝統の見届け人になろう！！～
　千年以上の悠久の時を経てなお受け継がれている伝統、「国府祭」
が今年も開催されます。
　寒川神社と川勾神社の「われ
こそが相模国の一宮である」と
いう争いを神事化した『座問答』
は神揃山にて、舟形舞台で舞う
『鷺の舞』は天下泰平を祈り馬
場公園にて開催されます。
　皆さんの目と耳で伝統が受け
継がれていく様を、見届けに来
てください。
▶とき　５月５日（土・祝）　　▶ところ　神揃山・馬場公園
※当日は祭事催行に伴い近隣道路の通行止めが予定されています。

問　産業観光課　☎内線 248

問

問

▲国府祭“座問答”の様子

木曜日 10：00～11：00

消防情報ダイヤル
☎ （61）5151

防災行政無線ダイヤル
                      発

はっさい

災    Ｏ  Ｉ Ｓ Ｏ
☎ 0120（83）0150

消防車の出動情報、休日当
番医情報は、こちらで確認
をしてください。通常は、防
災情報（内容は毎月変わり
ます。）が聞けます。

　　消防署　☎（61）0911

防災行政無線で放送した内
容を電話で確認できます。

　　危機管理対策室
　　☎内線241
問

問

▶

▶
▶

▶
▶

問

問
問

平塚学園
グラウンド

城山公園
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ゆずります！ゆずってください！

不用品登録情報

○ ゆずってください
大人用自転車、自転車用幼児イス、
二槽式洗濯機、国語辞典、漢和辞典、
電子ピアノ、お宮参り用着物（男児
用）

▶不用品の登録やあっせんの受付
8：30～17：15 （土・日・祝日は除きます）
不用品登録状況はホームページでもご覧いた
だけます。また、電子申請でも受付しています。

　　町民課　☎内線237問

会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　５月16日（水）　9時～
　子育て支援総合センター
　　学校教育課　☎内線322
農業委員会総会
　５月25日（金）　13時30分～
　国府支所　2階会議室
　　農業委員会　☎内線358

問

問

相談の案内［5月］

17日（木）13時～16時

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談

15日（火）
13時～15時30分（予約制）

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
☎（61）9390

平塚保健福祉事務所　☎（32）0 1 3 0

心 配 ごと 相 談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談

毎週月曜日～金曜日
（ただし、祝日は除きます）
9時～正午/13時～16時30分

大磯町教育研究所　教育相談窓口
　　　　　　　　　　☎（60）3 6 7 0電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談

対象…園児・児童・生徒と保護者

こころの健康相談
心の悩みや病気で困っている方やその家族を対
象に精神科医が相談を受けます。
（引きこもりやアルコール等の相談も含む）

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます）
8時30分～17時15分

大磯町児童虐待相談ホットライン
（子育て支援課内）　☎（61）6 2 1 0児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます）
8時30分～17時15分

大磯町地域包括支援センター
☎（61）9 9 6 6高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談

毎週水曜日、第1第３土曜日
13時30分～15時（予約制）

障害福祉センター
☎（73）4 5 3 0心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の

社会参加・社会復帰支援の相談

10日（木）13時～16時行 政 相 談 行政や特殊法人に対する要望や苦情

10日（木）、17日（木）
13時～16時（予約制１回30分以内）

お問い合わせください。
13時30分～15時45分（予約制）

お問い合わせください。
13時30分～15時45分（予約制）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活
の中の法律的な問題

もの忘れ・認知症相談
　　　　　　（老人性痴呆疾患）

認知症の治療や対応の仕方について精神科
医が相談を受けます。

消 費 生 活 相 談

物品、サービス等の契約に関するト
ラブル、解約手続き、
商品や訪問販売に関する
苦情等

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月１日からです。
（１日が土・日・祝日の場合　
は、翌日または翌々日）

町民課
☎（61）4 1 0 0
内線237

平塚市消費生活センター
☎（21）7 5 3 0　※無料の駐車場はありません。

月～金　9時30分～16時

月～金　9時30分～19時
土日祝　9時30分～16時30分

（ただし、年末年始及び
 施設管理上実施でき
 ない日を除きます。）

（ただし、祝日は除きます）

かながわ中央消費生活センター
☎0 4 5（3 1 1）0 9 9 9

気象情報
３月

最高気温 17.9度　　最低気温 1.8度　　平均気温 8.7度
総雨量 138.5mm
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○ ゆずります
グリルガステーブル、パソコン用イ
ス、三輪車、幼児用自転車、姿見鏡、
食器、鉄なべ、大正琴、男児用おも
ちゃ

　講習会では心肺蘇生法や、AEDの使い方などを学びます。
　講習会は２種類あります。「成人の処置を学ぶコース」、「小児・乳幼
児の処置を学ぶコース」です。５月は「成人コース」です。19日（土）
９時～12時に保健センターで開催します。中学生以上であればどなた
でも参加できます。事前に消防署へ申込みください。参加費は無料です。
　５名以上のグループでの申込みも随時受付けています。希望の日時
をご連絡ください。
平成24年5月・7月・9月・11月
平成25年1月・3月 成人の処置を学ぶコース

平成24年6月・8月・10月・12月
平成25年2月 小児・乳幼児の処置を学ぶコース

◎問い合わせ　消防署　☎（61）0911

第３土曜日は救急講習会の日普通救命講習
のお知らせ
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☎内線319

町の人口と世帯
4月1日現在

人口 32,827（－57）男 16,030（－32）女 16,797（－25）
世帯 12,582（＋12）　（　）は前月比

高橋　郁
かおる

瑠くん
平成22年12月12日生

沙貴代さんの長男

　くだもの大好き郁瑠くん。いっぱい
食べてかわいい笑顔をふりまいてね。

●桜満開
4／8 高来神社（　 上田さん撮影）

●獲れたての鮮魚がいっぱい
　さかなの朝市
3／18 大磯港（　 高田さん撮影）

●大磯幼稚園卒園式
3／15　大磯幼稚園
（　 西村さん撮影）

●子どももお年寄りもみんな揃って プレイデイ大磯
3／25　国府小学校体育館 （　 奥野さん撮影）

●西行祭　一絃琴献奏
3／25　鴫立庵（　 太田さん撮影）

●ダイヤモンド富士
　4／1　黒岩
　（　 杉崎さん撮影）

　そらまめは炭水化物とたんぱく質の他、疲労回復が期待できるビ
タミンＢ１を多く含んでいます。
　鮮度が落ちやすい野菜なので、できるだけ早くさやからはずし、
茹でてから保存しましょう。

そらまめ
 30粒（正味約100ｇ）
じゃがいも ２個
塩・こしょう 少々
うずらの卵 ６個
小麦粉・卵・パン粉 各適量
揚げ油 適量

①そらまめはさやから出して茹で、皮をむき、フォークなどで粗くつぶす。
②じゃがいもは皮をむき、４つに切り分けて茹で、熱いうちにつぶす。
③①、②を合わせ、塩・こしょうを加える。
④③を６等分し、ゆでて殻をむいたうずらの卵を中心に入れ、ボー
ル状にする。

⑤小麦粉、溶き卵、パン粉の順に衣をつけ、180℃の油できつね色
になるまで揚げる。

そらまめのコロッケ

材 料（6個分）


